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大橋良一の層序論と造構論

鈴木尉元(燃料部)

YasumotoSU囲UKI

図1大橋良一

図2大橋加一

1.まえがき

大橋良一(図1)は1910年代から30年代まで火山

層序地質構造地震地質鉱物鉱床等非常に幅広

い分野に活躍したわが国の代表的た地質学者の一人であ

る､その時代は構造地質学に関して見てみるとそれ

までの収縮説カミ破綻をきたし様ざまた学説がとなえら

れた時代であるが大橋はこのような空気をもっとも

敏感に感じとって活動した学者でもあった.彼は1983

年に亡くたったが晩年にいたるまで日本地質学会の学

術大会などに出席し自身の考えを開陳していた.し

かし彼の主な活動期は1910年から30年代であった.

彼は様ざまた方面に注目すべき考え方を提示したが

それらはあまり欠きた影響を与えたかった.それは

日本の社会や学界の体質といったものが反映された結果

であるように思われる.また彼の研究活動の推移に

は社会の動きが微妙に作用していることが指摘されて

いる.以下に彼の生涯を追いながら業績をふりかえ

りそれらの意義を考えてみたいと思う.

謝辞秋田大学名誉教授加納博氏地質調査所燃料

部小玉喜三郎氏石油資源開発株式会社品田正一氏国

安稔氏には原稿をよんで様ざまた御意見をいただい

た.また久保紀子邸こは原稿作成をお手伝いいただ

いた.記して感謝の意を表わす.
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2.生い立ち

大橋には一人息子加一(図2)がおり父の後をつ

いで東京大学理学部地質学科を卒業したが結核のため

に若くして亡くなった.後に同級生が遺稿集を出版

したカミその中に父良一に関する記述がある.

r父は此の祖父の長男として明治二十一年に生まれて

いるが生後一年ほどで母に死別するという悲しい宿命

を背負ったのである.この事件が父のその後の生涯に

決定的な影響を及はLていることを私は認めたいわげに

はゆかない.而も幼いころから継母を迎えて四人の弟

妹ができたので彼女が決して悪人ではたく極く普通の

女性だったにしてもどうしても精神的迫害はまぬがれ'

得たかったようで不当に魂を傷づけられた人々の持つ

深い孤独と自己防禦の習性を強いられたのではたいかと

私は推察Lている.底抜けの善良さや正直の反面他

人に対して心の扉を閉ざして警戒しようとする姿勢や学

問への情熱の傾倒等それらは或る意味で社会に対する

抗議でもあったろう.燃しながら性格的な長所は常に

同時に短所でもある.父も老齢と共に一種の頑固さを

強めていったようである.後述するように私も少年

時代の後期に母の長期の病気と死に遭遇しその後継母

を迎えることになったが二代続いて悲しき因縁であっ

たと言えよう.�
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図3男鹿半島の地質

大橋良一(1930)

此の深い孤独は父が小学校に入るか入らたい頃から独

自の才能を著わし始める遠因とだったらしい.鉱物の

採集が好きで小学校の頃にはその方面のことでは先生

よりもよく知っており相当のコレクションを持ってい

たということである.中学校時代には東京の博物好

きの中学生の集まりである理科会と言う同好会を組織L

て勉強しその事務所を自分の部屋に置いたこともあっ

たそうだ.この会員の中から後年多くのすぐれた中

堅学者カミ育っているが中には全国的に有名た人も数名

いるようである.

祖父は子供も多く生活も楽ではたかったので父を上

級学校へ入れることを許さたかったが父はどうしても

自分の好きた学問をやりたくて無断で東大理学部地質

学科の選科に受験してバスしてしまったのである.選

科という制度は現在はたいが旧制の中学卒業後直ちに

大学へ進むコｰスだそうで資格の上では不利たのだろ

うが学習や研兜はすべて高校卒業生と一緒に行ったの

である.兎もあれパスしたと言う既成事実の圧力と上

野公園で韻生亭という料亭を経営していた未亡人の叔母

の口添えで大学へ進むことにたったのであった.｣(大

橋加一を偲ぶ会1962)･

この間の事情については弟子の一人である加納

(1983)の記述もある.

r先生は中学時代から地質学を志し横山又次郎教授

の秩父巡検記(地質学雑)を見て矢も盾もたまらず親

にも黙って長瀞武甲山を旅行したり地質学雑誌が出

るのを待ちかねてもとめては愛読しあるいは上野の図

書館に入りびたって専門の原書をむさぼり読むという熱

中ぶりでした.｣

3.東京大学時代

がくしてあこがれの大学にすすみ大好きな地質学に

打ち込むことができるようにたった大橋は勉学に大い

にいそしんだにちカミいたい.加納(1983)によると

r大学ではたちまち頭角を現わして在学中から地質

学雑誌に論文“伊豆大島火山の地質について"を投稿

(1910-11)しつづいて出た“筑波山の飛白様岩石及び

是と周囲の花嵩岩との関係"(1912)とともに非凡ぶり

を発揮しました.卒業論文は小藤教授の指導による

“Geo1ogyofVo1canoShirane"(1911)でこれは地質

地質ニュｰス409号�
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表1秋田油田の標準層序と命名者

標準層序名��]�命�名�者(年代)

潟西�層��大橋良一(1930)��

鮪川�層��大橋良一(1918)��

脇本層･笹岡層���外山四郎(1925)��大村一蔵(1928)

北浦層･天徳寺層���大橋良一(1918)��大村一蔵(1928)

船�川�層�大橋良一(1918)��

女�川�層�大橋良一(1918)��

西�黒沢�層�大橋良一(1918)��

台�島�層�大橋良一(エ918)��

門�前�層�藤岡一男(1959)��

学雑誌(1914)および震災予防調査会報告に公表されま

した.以後今目まで各種学会誌に発表された論文は

130余編に及びます.しかし第一級の学者として内

外に認められたがらもついに学位号をとられなかった

ことは世俗を超越した先生の人格の一端を物語るもの

でしょう.｣

子息の加一(人橋加一を偲ぶ会1962)は上記の論文

の内幕についてつぎのように言己している.

r父の最初の論文は確か大学時代に地質学雑誌に掲

載された大島の地質に関するものであるがこれは中学

時代の調査を纏めたものだそうだ.又卒業論文は草津

白根火山の研究であるが之は震災予防調査会の委託研

究で後に報文として出版されたものである.｣

4秋田鉱等時代

大学を卒業するとただちに開校したばかりの秋田鉱

山専門学校に赴任した.若いのにすでに何編かの論文

を執筆している大橋のさっそうとした様子は後に秋田

大学学長とたる渡辺武男や前記の加納の記述カミある.

r先生カミ選科を修了[1911(明44.7)]された頃に秋田

に秋田鉱山専門学校が開設[1910(明43.3)]されて先

生はその招聴で24才の若さで講師として赴任[1912(明

45.2.29)]された.その後28才で同校の教授に昇任

[1916(大5.1L25)]されたが先生の灌刺とした教育

と研究についての姿は全学の敬慕の的となった｣(渡辺

���

｢当時創立聞もたい秋田鉱専に迎えられた24才の先生は

まさに白馬銀鞍の灌刺たる青年科学者として学生間の敬

慕の的にたりました｣(加納1983).

たお秋田鉱専に赴任して間もたい1919年9月から1922

年3月までイギリス･アメリカ･フランスに留学した.

その間口ソドソ近郊の地質巡検記事を地質学会誌に寄

せている(大橋1920).この巡検はGeo1ogist'sAsso-

CiatiOnによるものであるが同会が地団研に似た面を

もっていることを“そくほうNo.50"に松本達郎(1953)

が紹介している.

1988年9月号

5｡層序論

大橋は秋田鉱専に赴任してから地方地質の研究の

重要性を主張して秋田を中心とする地域の研究に入っ

ていった(加納1983).

大橋のホｰム･フィｰルドは男鹿半島にあり1930年

にr男鹿半島の地質｣をあらわし男鹿半島の地形･火

山･層序･地質構造について記述している(図3).こ

の中で層序を下位より双六火山砕屑岩･台島層･西黒

沢層･女川珪質頁岩･船川黒色頁岩･北浦互層･脇本砂

質頁岩･鮪川砂層･潟西層に区分した(表1).この層

序区分は最下位のいわゆるグリｰソタフの双六火山砕

屠岩をのぞき現在までそのまま猫襲されている.な

おこのようた層序区分は5年以上まえに完成してい

たという(外山1925).

東北日本の日本海側油田地域の標準層序は当初岩相

にもとづいてグリｰソタフ硬質頁岩黒色頁岩互層

灰色頁岩砂質頁岩砂岩たどに区分された.Lかし

同じ層準であっても側方に岩相変化し･似た岩相が異な

った層準に出てくることから模式地を設定し模式層

序とその水平的た層相･層厚変化模式層序の相互関係

を明らかにする方向に研究はすすめられたがこの模式

層序が男鹿半島において大橋によって設定され秋田

油田の基準とたっていったわけである.新潟油田にお

ける標準層準の設定が大村一蔵や伊木常誠らによって

1930年代におこ次われたのに比較すると秋田油田のそ

れが10年ちかく先んじておこなわれたわけで大橋の先

見性がわかる.

グリｰソタフと一般に呼称されている日本列島の内側

に発達する新第三系下部の変質した火山岩の命名は大

橋によるもので戦後目本地質学会におけるシンポジウ

ムなどでグリｰソタフの問題がとりあげられ大橋が長

ながとその命名のいきさつを説明した様子を思い出す方

も多いであろう.

大橋(1938)は層相と時間面は斜交するものであり'

そのような見地でボｰリングの地質を考察すべきことを

指摘し(図4)とくに背斜の頂部付近での層相の変化の

様式を示している(図5).さらに柱状図において

各地層ごとに別表に決定した厚さをそのまま積み重ねて

総計数1,000mというようた方法は再考しなけれぱたら

たいことを主張している.

これらの大橋の提案はまだ十分な野外の事実をふま

えたものではなかったが戦後秋田市北方の五城目地

域などで実証された(三裂ほか1963).また背斜の

両翼において層相･層厚が変化することは各地で実証

されつつありこの面でも大橋の先見性を指摘すること�
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図4大橋良一(1938､秋田

油田第三紀層の堆積状態

ができる.

6.造構論.

大橋の造構論はやはり自身の研究Lた秋田を中心と

したものであった.さらにその結果を敷術Lて東北日

本を論じた.それらは摺曲の形成機構に関するもの

東北日本の地体構造に関するものさらに彼の主張した

陸塊運動と地震の発生との関係に関するものなどであっ

た.

彼はこのようた考え方は男鹿半島に発していること

を自身述べている.

r大正二年以来著者の最も興味を持って材料を集めてい

る問題は出羽山脈構成論である.而して其の材料を最

も多く提供Lてくれるものは男鹿傾動地塊である.著

者は男鹿を其の実験室とたし又模型とも考えて出羽

山脈を作る各地体の比較構造論を試みつつあった.｣(大

橋1927).

摺曲論

摺曲の形成機構は現在でも地球科学における第一級

の問題である.この問題について大橋は数がずの先

駆的た発言をしている.このようた発言は当時の世

界の学界における風潮を反映したもので当時まで支配

的であった収縮説に対する批判が出された背景のもとに

なされたものと見ることができる(大谷ユ927).

基本的な考え方

r二十年前栽六が学生時代に学んだ地質学は大体

に於てシウスの地質学であったと言ってもよかろう.

其程日本の地質学界はジウスｰ派の思想を取り入れて

これを金科玉条と崇めていたのであった.然しシウス

学派に対する不満は子の心中に在って次第に増大Lつつ

あって近年に及んでは遂に黙していられない程にたっ

た.其の不満の重なる点は次の諸項である.

琴≡多妻多､一一一1･.･･j･....･｡･

図5背斜軸と堆積帯との或る関係

若い水成岩層が側圧を受けて摺曲することを説く

げれども此の水成岩層を載せている基底地盤が如

何なる変動を受けるかに就いての考慮が充分でたい

こと.

上昇運動を説明するには垂直の方向に働く力を仮

定する.即ち造山運動と造陸運動を区別するこ

と.

摺菌山脈の内帯に生ずる沈降の断層に沿いて岩漿

が噴出するものであると説明するけれども其れで

は火山を適当に説明することが出来たいこと.

四.榴曲の結果遂に岩石が其の弾性の限度を超えて断

層を生ずるとなすこと.即ち摺曲の方を主とし断

層を従属的のものと見ること.勿論此の外に沈降

運動によって生ずる断層を認めてはいるげれども大

体に於て摺曲を重く見過ぎて断層を軽んずる態度

のあること.

五.粘性の強き液体の薄層が横から圧された時に作る

波の形と地層の摺曲とを類似の現象と見ること.｣

(大橋1927).

ついで彼は東北日本の地殻構造を考え新第三系･

第四系の摺曲の形成機構を論ずる.r北日本の大部分

即ち海成第三系を以って覆はれている地体の構造は第一

図の如きものと考えられる.表面二一五粁の薄層は若き

地質ニュｰス409号�
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図6

大橋(1927)により

設定された陸塊の分

布彼の記述に基

づいて作成したもの

水成岩層より成り柔軟ではあるが可塑性に乏しい.

其の下には厚い堅固た層があり此の層は多くの陸塊に

分かれていて第三紀以前の水成岩や粒状火成岩類から

出来ている.厚さは五○一六○粁位と考えられるが

土地に依っではこれより厚い所もあれば又薄いところ

もある.堅硬にして脆く可塑性に乏しい.而して此

の層の下には可塑性に富める層があって大なる厚さを

有する.

斯の如き地体が側圧を受ければ先ず第一に堅硬帯が

力を受けて陸塊運動を初める.而して或る陸塊は昇り

或る陸塊は沈み又或るものは傾動する.これ等の異

なった運動をたす原因の主なるものは陸塊の垂直断面に

於ける形状である.斯く基底陸塊が先ず動き出すから

其の影響を受けて上に載れる水成岩層には傾斜が生ず

る.此の際多少圧縮された陸塊の上や沈降陸塊の上

に於ては余り甚しからざる程度の摺曲とたる.

又庇の際に層面滑走たる現象カミ起こって摺曲構造の

形成を少なからず援助するものであると信ずる.｣(大橋

1988年9月号
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このように考えるに至った根拠についてつぎのよう

にのべている.

｢若し側圧たるものが若き水成岩層のみに働いてこれを

摺曲せしめるものならぱ男鹿半島の西黒沢層の如き此

の地の第三系の最下底(下都中新統)をたすものカミ殆ど

全く変動を受けていたいにも拘わらず其の上の船川黒色'

頁岩帯や野村灰色頁岩帯や或いは其の上の北浦互層

脇本砂質頁岩等に至るまで可成り大なる変動を示してい

るのは何故であろう.これはどうしても西黒沢層が流

紋岩及び安山岩より成れる堅固た地盤の上に載っている

故に時代が古いにも拘わらずよく圧縮作用を免れて

来たものと考えざるを得たい.

陸塊作用も摺出作用も別に其の働く力の方向を区別し

て考える必要はたい.共に側圧力に依って起こるもの

と考えることが出来る.又地方を分けて此所は造山力

の働くところ此の地方は造陸運動の行なわれる地方と

いうカミ如き考え方も無用である.ただ一つの地方に就�
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図7大橋(1927)により設定された地塊の断面図.長谷･平山(1970)による五城目

羽後和田大沢ほか(1977)による本荘などの5万分の1地質図幅による

いては時代を隔てて張力と側圧とが交互に働くもので

ある事を認めれほよいのである.｣(人橋1927).

このように大橋は摺曲は基盤地塊の隆起･沈降運

動に対する被覆層の反応と考えた.またその際重

力滑動も多少の影響を与えるものとしている.しかし

基盤地塊の運動の原因を水平方向の外圧力に求めている

点で収縮説と同じ立場をとっていることがわかる.

大橋は摺曲よりも断層を重視すべきであると考え

摺由形成以前に地溝線に境された地塊が形成されていた

と考えた.

｢地溝線は決して摺曲に対して従属的の位置を占める

ものではない.其の成立の年代は摺曲よりも蓬かに古

く出羽山脈では少なくも下部中新統より以前であって

恐らく高千穂期中に出来たものと考えられるが摺曲は

蓬かに後れて瑞穂期の後半である.従って後に生ずる

構造は皆甚しくこれ等の地溝線の影響を受けているとい

うよりもこれ等地溝線の運動に基づいて其の後の構造

が定められるものである.却ち地溝線は主にして摺曲

は従である.｣(大橋1927).

具体的た地塊の設定

大橋は秋田市付近での地塊を具体的につぎのように設

定している.

r秋田市付近は出羽山脈中最も明瞭に陸塊の寄木構造が

見られるところであってこれ等の陸塊の主たるものは

下の如くである.

一.黒川陸塊二.和田陸塊三.太平陸地回.八

藤岡ほか(1976)による

郎陸地五.男鹿陸地大.亀田陸塊｣(図6,7),

r陸塊の大きさは出羽山脈に於ては大体直径二○粁内

外のものであって著しく細い場合は其の陸塊が圧縮さ

れた事を示すのである.｣

｢これ等の陸塊の内部構造を見れば摺曲軸の方向も摺

曲の型式も皆各の陸塊毎に固有のものであって決し

て一山脈を通じて一斉に出来た共通の摺曲でないことが

明らかに分かる.｣(大橋1927).

大橋(1936)は上記の陸塊を細分し成因をも考慮

して(ユ)隆起陸塊(2)低抗陸塊(3)傾動陸塊く4)屈従陸

塊(イ)ドｰム型(口)階段型い摺凸型H横ヒ型㈱船

型に分げ(ユ)～(4)と(イ)～㈱とを組みあわせて分類を試み

た(図8).すなわち

低抗陸塊一和田･岩見優動陸塊一男鹿ドｰム型屈

従陸塊一黒川･桂根階段型屈従陸塊一院内･小国摺

凸型屈従陸塊一亀田･濁川･旭川･豊岩横ヒ型屈従陸

塊一八橋･雄物川

このうち隆起陸塊と低抗陸塊とは数個連携して動く傾

吋があり傾動地塊と屈従陸塊は単独行動の傾向が著し

い.屈従陸塊は数個の小陸塊の連続からなっている.

隆起陸塊は油田として開発見込がないとしている.

地体構造区分論

大橋(1927)は自身の研究領域からひろく東北日

本に目をひろげその地体構造区分を試みた.従来の

東北日本の地体構造論は西南日本の地体構造区分に関

する考え方を東北日本に適用するものが多くナウマン

地質ニュｰス409号�
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シアル

3∴

シ{.

窮3固出羽山脈隆起役の状態

図10大橋良一(1938)秋田油田第三紀層の堆積状態

原田シウス小川らはすべてこのようた考え方に立

っている.しかし大橋は東北日本は西南日本とは別

個のものであると考えた.その点では東北日本を3

帝に分かち各地帯は分裂しているとするリヒトホｰフ

ェンに近い考え方をとっている.しかし大橋はリ

ヒトホｰフェンのように北北西一南南東の方向配列でた

くほぼ南北の配列を考えさらにリヒトホｰフェンの3

地帯に加えて飛島陸塊朝日山塊飯豊山塊下野山

塊関東山塊を結ぶ4帝を設定した(図9).この隆起

陸塊列は従来の地質構造論者の考えたかったところで

大橋独自のものと主張した.

｢山形県の西部にそびゆる朝日山塊は高さ一八O○米

を超え面積二○O平方粁に拡がる一大隆起陸塊である.

此の朝日隆起山塊は越後山脈を南及び西に出羽山脈を

北及び東に相隔てて其の問に割り込んでいるものと見

られる･而して朝目山塊と同様の性質を有する他の隆

起陸塊として南には飯豊山塊北には飛島陸塊が隣接し

ているから出羽山脈はこれ等の飛石状隆起陸塊の為に

完全に越後山脈から隔てられている.｣(大橋1927).

また西南日本の内帯･外帯を分かつ中央裂線(中央

構造線)をどこにひくか問題であるが東北日本の各地

帯を分かつ地溝線は中新世以後のもので中央裂線のよ

うに長く連続するものはたく短い地溝線が網状に交叉

しているから大橋の構造区分を乱すものでたいと考え

造構運動論

東北日本の第三紀の造構運動の機構を論じた論文(大

橋1938)にそのことが記されている.

r中生代末葉に於てアジア大陸の縁辺山脈の一部であ

った出羽地方は第三紀時代に入ってから日本海の凹没

に伴って海底となり東方に落ち残りの北上山地が大き

な島として存在を続けていたに過ぎない状態となった.

日本海はオホｰツク海東支那海等と相前後して形成せ

られ凹没の原因は故ヂョリｰ教授の説かれた如くラジ

ウム熱の蓄積に依る地殻下層の熔融に基づき其の熔融

する場所はシアル帯の下シマ帯の上部層であると推定さ

れる.シアル帯の比較的薄い大陸縁軍部が下層の岩漿

化に依り多数の陸塊に分裂して沈降し縁海を生ずれば

其の海底には大量の熔岩噴出が起こり凝灰岩類や各種の

熔岩類が黒色頁岩や珪質頁岩を問に挟んで厚く堆積し

それが為に火山岩や浅瀬等が出現した.

斯くして地下の岩漿が減少すると共に残ったものは東

方に移動して海底の大部分を益々沈降せしめ其の側圧

を東方に及ぼすと同時に岩漿は東縁部の海底を押上げて

奥羽山脈を沈降せしめた.其の順序は始め各所に浅瀬

を生じやがて海面に現出Lて島喚化しそれ等が更に

連絡して一続きの山脈に発展したのである.故に奥羽

山脈カミ海底火山物の厚い堆積層を主体として之に水成岩

の衣服を被せたのである.

出羽地域に於ける堆積作用は奥羽山脈の西縁に沿って

此の頃より始まり次第に東方から西方に向って堆積作

用が進行すると同時に東方の陸地は絶えず隆起作用に

依る発育を続けつつあったがこれは原因を地下岩漿の

固結溶融移動に帰すべき地動であるから波の寄せ返

すが如き波長を繰り返すのは当然であって出羽区域の

堆積帯も復活した岩漿活動の為にかつて奥羽山脈が出

現した時の如く浅瀬どたり島どたり半島とたりやがて

夫々が連結して奥羽山脈の成立を見るに至った.｣(白

��

この文章から大橋が東北日本の造構運動の基本的な

ものを適格につかんでいたことカミわかる.

陸塊説による地震の発生論

大橋(1927)は彼の陸塊説をもって1830年の秋田地

震*注1の発生機構を説明しようと試みた(図11).大橋

によれば秋田付近は北の黒川陸塊東の和田陸塊南

の亀田陸塊の境界に位置Lている.黒川陸塊は東北一

西南の摺曲軸をもつ圧縮陸塊亀田陸塊は南北の摺曲軸

をもつ傾動圧縮地塊であり前老よりも圧縮の程度は大

地質ニュｰス409号�
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図11天長地震前後における秋田河の水路と海岸線(大橋1927)

きい.和田陸塊は圧縮も優動もあまりうげていたい

低抗陸塊である.

大橋は秋田市の北方を東西に走る横ヒり性の秋田断

層を発見した.これは黒川陸塊の南端を限るもので

黒川陸塊の一部に生じた圧縮裂線であるとみた.本断

層は西に大きく東に向って小さくたるが北側が東に

南側が西にいちじるしい横ヒりを示し秋田川がそれに

よって転位を受けている.また南側は北側よりも落下

している落差はカラカサ岩で約6m東に向って減

少し手形山で約3mになる.

1830(天長7年)の冬秋田に大地震があり被害のい

ちじるしかった地域が秋田断層の両側にまたがってひろ

がった.このことから秋田地震の震源が秋田断層に

あったと考えることにより古文書や伝説に残されてい

る事実をよく説明できるとした.

さらに大橋(1928)は1810年(文化7年)の男鹿地

震*注2についても自身の考え方で発生機構を説明してい

る(図12).この地震は今村明恒(1921)により寒風大

�

幼

1ツ

○下

窓

凧

ム山

�

工

魂

戸

船w

川1

���

曲
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注1･天長7年1月3日(1830年2月3日)39･8“･140･r

EM7･4出羽:秋田の城廓家屋倒壊圧死15人

傷100人余地割れ多く長いもの20～30丈(50～90㎜).

(理科年表)

1988年9月号

図12大橋良一(1928)文化七年の男鹿地震と鮪川断層

山の陰性活動による火山地震とされていたが大橋は

この地震は寒風山下を南北に走る鮪川断層の活動に関係

するものと考えた.彼は古文書に記載された被害分布

を分析して震度分布を明らかにしこの地震が鮪川断層

と浜間口断層に関係していること震度カミ距離とともに

急激に小さくなることから震源はきわめて浅いものと

推定した.

また上記2断層の地質学的性質と男鹿地震に際して

の地変の分析からこの地震が鮪川断層にそって東側

地域がずり上がる運動にともたったものである.ただ

し南方の脇本付近では浜間口断層が押しかえし運動

をしてその西南側が少しずり上がったものと考えた.

大橋(1938)は｢地震活動も奥羽山脈の隆起に伴う陸

塊の躍動を原因として今日まで時六其の発生をみる｣と

考えた.

このように大橋は地震と断層運動とを関係づけよ･

うとする現今の地震地質学の一つの行き方の先達の一人

であった.さらに断層というものを陸塊という拡

がりをもった地質構造単元の縁辺として位置づけようと

している点また河川のオフセットから断層の水平ずれ

を推定するなど現今の研究の先駆的た見方も提示して

いる.

注2･文化7年8月27日一目本暦(1810年9月25日～西洋暦)

(39･9.N139･9叩)M6･6羽後1男鹿半島の半分が5

月から鳴り動いた.8月中旬より地震頻発27日10

時頃強震同日15時大地震があった.全壊1018半壊

450死57人八郎潟西岸約1m隆起小津波があっ

た?(理科年表)�
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評価

大橋の研究はきわめて先駆的たものではあったもの

の当時の調査研究の水準から当然不十分た面をもっ

ていた.ジョリｰ説によって地殻下部の溶融を考えて

いるがそのようた物性条件下でどのようにして地殻

表層に圧縮力が働いて摺曲カミ形成されるかが示されてい

たい.対流を考えているようにも見えたい.収縮説

を批判しているもののそれから完全には脱却していた

い.堆積運動と摺曲運動を切りはたし堆積運動は垂

直方向の力を考え摺曲運動については水平方向の圧縮

を考えるという2元論に立っている.この点は大橋だ

げでたく今日までの大部分の造構論が陥ってる一般的

な欠陥である.

大橋の考え方は学界の大勢が収縮説に傾いていた当

時においてはあまり欠きた影響をあたえたかったよう

にみえる.しかし戦後にたって新潟の摺曲の形成機

構を論じた金原(1950)などの論文にその影響を見ること

ができ近年は地塊運動にともなう摺曲の形成を論ず

る論文もあらわれている1まだまだ大橋の先駆的た

研究に学ぶ必要があるが地塊の形態が大橋が論じ｡たよ

う在ものであるのかどうか明らかにする必要カミある.

たお大橋につづく人達で摺曲の形成機構に関する

問題を大橋ほど真正面から論じた人はほとんどいない.

我々は彼のそのよう肢本質にせまろうとする精神に学

はたけれぼたらないと思う.

孔黒鉱海底温泉沈殿説

大橋は先にのべたように様ざまな分野の仕事を手が

げたがそのうち高く評価されているものに黒鉱海底

温泉沈殿説がある.これは提唱当時は全く無視された

が40数年たって学会の定説とたったものである.こ

の間の事情については五十嵐(1983)の記述がある.

｢大正8年(1919)に提唱されたr小坂鉱山に於ける黒

鉱の成因を論じて一般黒鉱に及ぶ』という黒鉱の海底爆

別火口温泉沈殿説を第一弾とし1928年の『花輪鉱山の

珪鉱中に含まれる火山弾』として珪鉱の原岩は圧砕角

礫ではたくて爆裂角礫である事を提示されるまで7

つの論文を発表されて奮斗して屠られます.この間ケ

ンブリッジ大学留学中に一文を寄せて黒鉱上盤の粘土

層中に黒鉱礫を確認していること地葉構造は交代生成

の縞状構造ではたいことたど主張されています｣.し

かしこれらの主張も学界からは完全に無視された.

r黒鉱論争の結果は沈殿同生説の支持者は一人もな

く学界から完全に孤立した先生は少たくも表面は沈

黙を余儀なくさせられたかもしれません.しかし内

に秘めた信念はいささかもゆらぐことたく晩年の教室

での鉱床学の講義ではいつも毅然として自説を披露さ

れていました.そのようた先生の姿に欠きた影響を受

けた教え子は筆者一人ではたかったことでしょう.

こうして昭和31年(1956)定年により教壇を降りられま

したがしかしその頃から学界ではキｰスラｰガｰの

成因論争が活発化するとともに黒鉱鉱床についても

現場および地元大学での再検討の気運が生じてきまし

た.その結果先生の同生説が43年ぶりに脚光を浴び

て学会に復活し(1962鉱山地質学会)今ではそれが定説

化したことは周知のとおりです.学者として長かった

不遇から一転栄光に輝いた先生はそのとき既に齢古稀

を過ぎておられました.｣(加納1983).

8.晩年

大橋の研究は1910年代にはじまり1930年代まで多

方面のまた多くの論文を書いたカミ1940年代にたると極

端に少たくたってしまった.この間の事情について

は子息加一の記述(大橋加一を偲ぶ会1962)がある.

｢その後秋田に赴任し一九三〇年(昭和五年)｢男鹿

半島の地質｣を発表するまでが父の学問の上で最も多

産た時代であった.父が四十二才の頃までである.

応用面における相談や指導及び教育の仕事はその後も

続くカミ創造的た研究は此の時をもって終ったと言っても

よいであろう.｣

｢勿論此の間の父の研究成果がすべて正しかった訳

ではたく又その後の研究によりあるものは克服された

し今後も否定されてゆくものも多いかも知れたい.

併しそれは厳しい真理の世界では喜ぶべきことでもあ

ろう.ただ前述のような学問的創造力の枯渇には

当時の日本社会の政治的錯誤も欠きた影響を与えていた

のである.表面的た利用はLてもほんとうに科学を

尊重することに無理解た我国社会の一般的風潮がどんな

に沢山の才能を圧しつぶしてきたことであろうか!私

はそのようた例を展々目撃してきたのである.

一九三○年と言えば日本の学問全体が権力の圧迫に

よって自由を失いつつあった時代であり父が田舎の専

門学校に孤立し漸次研究の条件を狭められ創造力を

枯渇させて行ったことは無理もたいことであったろう.

秋田鉱専では創立当時の若々しい学問的情熱が次第に

失われてゆき官僚的色彩の強い校長カミ配置されるよう

になると共に学問的精神は窒息させられていったことは

推察に難くたい.｣

このような風潮を打破し新しい研究の波がおこるに

は第2次大戦後まで待たなけれぼたらたかった.L

かしこの時には大橋はすでに第一線にはたくそのよ

うな研究をおしすすめたのは藤岡一男や加納博ら大橋
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の次の世代の研究者であった.しかし研究に対する情

熱を晩年にいたるまで持ちつづげ1976年の地質学会の

年会で個人講演を行っている.この辺の様子を本

多(1983)が紹介している.

r昭和31年3月定年により職を退かれた先生は少しも

学究心に衰えをみせず田老鉱床の中生代黒鉱説を発表

されたり地質学会全国大会をはじめ東北支部年会に

は必ず出席して若い人に対して辛辣た態度で発表およ

び討論をされた.その討論の内容には皆が古いものを

感ずることもあったが真剣な態度は聞く者の胸を打

つものがありました.｣

大橋は1910～1930年代の代表的な研究者で先導的

た数がずの業績をあげた.しかしそれらは孤立して

行われ学派を形成するに至らずあまり欠きた影響を

与えたかった.

第2次大戦後彼の提唱した仮説のあるものたとえ

ば黒鉱海底温泉沈殿説は欠きた評価カミ与えられるに至

るI同様に彼の提唱した摺曲論をはじめとする造構

論も再評価すべき多くの面をもっているように思われ

る.

大橋良一の業績(本小論に一関係するもの)

1910伊豆大島火山の地質について一･二･三地質雑14

������㍎����㌰������

��

1912筑波山の飛白様岩石及び是と周囲の花嵐岩との関係地

質雑1925-58101-132138-146185-195283-292･

1914草津白根火山地質調査報告震予報N0,781-47･

1914草津白根火山地質調査報告(1)･(2)･(3)･(4)･(5)地質雑

㈱㈳㌭㈴����㌱�㌲�����㈭��

1915大正三年秋田地震に就いて震予報No.8237-42.

1917男鹿半島船川近傍に於ける第三系砂岩層の地葉難曲地

質雑24256-258.

1917大正三年秋田地震の原因は山崩に非ざるか地質雑触

㌰�㌰�

1917伊豆大島の地形が東西両側に於て大に異なる原因に就い

て地質雑2472-75.

1919小坂鉱山に於ける黒鉱の成因を論じて進んで一般黒鉱に

及ぶ地質雑26107-132.

1919ノ｣･坂鉱山の層状黒鉱に就いて地質雑26341-346･
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1927出羽山脈の発達史と陸塊上昇説地理評3土126-148.

1927北日本の地質区に就いて地理評3土299-307､
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秋田断層即ち天平大地震の震源に就いて地理評3下

�㌭�㌮

摺曲と陸塊運動地理評3下1028-1037.

黒鉱鉱床の海底成因に就いて地球7195-202.
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飛島隆起陸塊と其平面形地球7283-284.

文化七年の男鹿地震と鮪川断層地理評4上190-207.

男鹿半島の地質(演旨)地質雑35408｡

北日本の火山帯地球9118-122｡

花輪鉱山の珪鉱中にふくまるる火山弾地球9191-
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男鹿半島の地体構造学協報4343-350.

男鹿半島の地質地質雑37740-754.

関東地方の地体構造に関する一実験地理評4611-

��

奥羽山脈及び出羽山脈の構造学協報6185-190.

出羽地方に於ける更新世以後の地形の変化に就いて(演

旨)地質雑39393-400.

秋田県南秋田の地質斉藤博報801-1781-16｡

秋田市付近の地質(要旨)(演旨)地質雑41413-417.

��楯杲慰���癯�瑩潮潦��敷�敧楯�楮捥

theP1eistocenceepoch.Proc.5thPaci丘｡.Sci.

�湧��������

秋田県南秋田の地質岩鉱1148.

秋田市外高清水丘陵に於ける二条の横ヒ断層と天長地震

との関係地理評12下804-813.

秋田油田の地体構造石油技協誌4161-164.

秋田油田第三紀層の堆積状態石油技協誌佐232-242一

第三紀海底で形成された熱水成層状硫化金属鉱床(演旨)

地質雑65418-419｡

黒鉱型鉱床の形態および成因鉱山地質12172-174.

大橋良一に関する資料

本多朔郎(1983)大橋良一名誉会員を悼む鉱物雑16163-

��

五十嵐善之亟(1983)大橋良一先生を偲ぶ鉱山地質3379.

加納博(1983)大橋良一先生を悼む地質雑89547-548.

加納博(1983)大橋良一先生を偲ぶ岩鉱78

森本良平(1983)大橋良一名誉会員を偲んで火山28455-

��

大橋加一を偲ぶ会(1962)私の生活と思索の歩み大橋加一遺

稿集168p.

石油技術協会(1983)散大橋良一先生を悼む石油技協誌48
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渡辺武男(1983)大橋良一先生の御逝去を悼む地学雑92
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